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社
会
福
祉
法
人
な
よ
ろ
陽
だ
ま
り
の
会

（
池
　
昇
一
理
事
長
）
は
、
長
年
に
わ
た
る

障
が
い
福
祉
向
上
へ
の
取
り
組
み
が
高
く
評

価
さ
れ
、
令
和
７
年
度
名
寄
市
文
化
奨
励
賞

を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
受
賞
を
記
念
す
る

式
典
は
令
和
７
年
12
月
７
日
に
、
名
寄
市
内

の
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
藤
花
で
開
催
さ
れ
、
名

ト
で
の
出
店
、
市
内
高
齢
者
へ
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
、
畑
で
の
野
菜
栽
培
を
通
し
た
農
福
連

携
の
取
り
組
み
な
ど
計
９
事
業
を
展
開
。
地

域
に
根
差
し
た
仕
事
を
通
じ
て
、
利
用
者
一

人
ひ
と
り
が
役
割
と
責
任
を
担
い
、
や
り
が

い
を
持
っ
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
生
活
介
護
事
業
に
お
い
て
も
、
自

治
体
指
定
ご
み
袋
の
製
造
や
機
密
文
書
の
シ

ュ
レ
ッ
ダ
ー
作
業
な
ど
の
業
務
を
受
託
し
、

市
内
外
の
障
が
い
の
あ
る
方
々
の
継
続
的
な

就
労
支
援
と
地
域
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

動
は
、
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
る
啓
発
や

交
流
の
機
会
を
広
げ
、
地
域
福
祉
の
向
上
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
受
賞
決
定
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
道

な
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
名

寄
庁
舎
で
行
わ
れ
た
受
賞
者
決
定
の
記
者
会

見
で
は
、名
寄
市
長
の
加
藤
剛
士
氏
が「
審
議

会
の
答
申
を
尊
重
し
て
決
定
し
た
」と
述
べ
、

そ
の
功
績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
今
後
の

さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
で
は
表
彰
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
、
加
藤
剛
士
名
寄
市
長
か
ら
池
理
事
長
と

長
谷
川
ま
ゆ
み
総
合
施
設
長
へ
賞
状
と
盾
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
池
理
事
長
は
「
こ
の
奨

励
賞
は
、
職
員
や
利
用
者
の
日
頃
の
努
力
、

そ
し
て
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
る
地
域
の
皆

さ
ま
の
お
か
げ
。『
共
に
働
き
、共
に
生
き
る
』

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
今
後
も
一
層
精
進
し
て
ま式典の最後は陽だまり合唱団の歌声で

加藤市長・池理事長・
長谷川総合施設長

体験発表する本人
部会のみなさん

　
な
よ
ろ
陽
だ
ま
り
の
会
は
２
０
１
４
年
に

設
立
。
障
が
い
の
あ
る
方
々
の
職
業
と
生
活

を
支
援
し
、「
働
く
喜
び
」、「
地
域
で
生
き
る

力
」を
育
み
な
が
ら
、社
会
参
加
を
通
じ
て
自

立
し
た
活
動
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
歩
み

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
設
立
当
初
60
人
だ
っ

た
利
用
者
は
、
現
在
で
は
１
２
６
人
へ
と
倍

以
上
に
増
え
、
市
内
を
中
心
に
多
様
な
事
業

を
展
開
し
、
名
寄
を
含
む
上
川
地
域
全
体
の

障
が
い
福
祉
の
充
実
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
多
機
能
型
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事

業
で
は
、
食
堂
運
営
や
自
治
体
指
定
ご
み
袋

の
製
造
、
イ
オ
ン
名
寄
店
２
階
フ
ー
ド
コ
ー

寄
市
や
美
深
町
の
自

治
体
・
議
会
関
係
者
、

企
業
の
皆
さ
ま
、
法

人
役
員
や
職
員
、
利

用
者
な
ど
約
２
２
０

人
が
出
席
し
、
盛
大

に
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
利
用
者
が

安
心
し
て
地
域
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、
市

内
８
カ
所
に
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
を
開
設
。

金
銭
や
健
康
面
の
管

理
支
援
、
洗
濯
や
入

浴
な
ど
の
日
常
生
活
援
助
に
取
り
組
み
、
働

く
場
と
暮
ら
し
の
場
の
両
面
か
ら
自
立
を
支

え
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
継

続
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
同
会
は
地
域
社

会
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在

へ
と
成
長
し
ま
し
た
。

　
加
え
て
、
保
護
者
の
組
織
で
あ
る
名
寄
心

と
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
と
の
両
輪
に
よ
る
活

い
り
た
い
」
と
感
謝

と
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。来
賓
か
ら
も「
皆

さ
ん
の
元
気
が
地
域

の
元
気
に
つ
な
が

る
」「
今
回
の
受
賞
が

地
域
の
障
が
い
福
祉

の
未
来
を
照
ら
す
新

た
な
一
歩
と
な
る
こ

と
を
願
う
」
と
い
っ

た
温
か
い
祝
辞
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
な
よ
ろ
陽
だ
ま
り
の
会
施
設
長

�

岩
崎
甚
一
郎
）

地
域
と
共
に
生
き
る

地
域
と
共
に
生
き
る
～
名
寄
市
文
化
奨
励
賞
受
賞
を
経
て
～

～
名
寄
市
文
化
奨
励
賞
受
賞
を
経
て
～

社
会
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陽
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会
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生
き
る
娘
の
親
と
し
て
孤
軍
奮
闘
し
た
子
育
て
で
し

た
が
、
中
学
生
で
初
め
て
特
別
支
援
学
級
に
通
わ
せ

た
当
時
の
私
に
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た
の
が

外
で
も
な
い
育
成
会
で
し
た
。
以
来
、
育
成
会
活
動

は
人
生
の
大
切
な
一
部
と
な
り
、
現
在
は
登
別
市
手

を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
会
長
を
拝
命
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
、
大
成
功
を
収
め
た
千
歳
大
会
の
後
と
い

う
こ
と
で
、
素
直
に
重
責
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
何

分
こ
の
よ
う
な
大
役
は
初
め
て
で
す
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
多
く
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
登
別
の
会
員
は
じ
め
室
蘭
・
伊

達
・
白
老
・
苫
小
牧
の
胆
振
ブ
ロ
ッ
ク
育
成
会
の
心

強
い
仲
間
、
実
行
委
員
の
み
な
さ
ま
の
お
力
を
お
借

り
し
な
が
ら
、
開
催
ま
で
の
責
を
果
た
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
山
田
事
務
局
長
が
中
心
と
な
っ
て
大
会
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
作
成
に
思
案
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
昨
年
８

月
30
日
に
胆
振
ブ
ロ
ッ
ク
臨
時
総
会
に
て
第
71
回
全

道
大
会
登
別
大
会
の
実
行
委
員
会
設
置
が
決
ま
り
、

12
月
13
日
に
第
１
回
実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
以
前
は
２
日
間
大
会
が
主
流
で
し
た
が
、
人
手

の
確
保
や
市
況
の
値
上
が
り
な
ど
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
１
日
に
集
約
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
今
後
は
１

日
大
会
と
い
う
コ
ン
パ
ク
ト
ス
タ
イ
ル
が
主
流
に
な

っ
て
い
く
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
第
71
回
登
別
大
会
は
、
２
０
２
６
年
９
月
26
日
㈯

10
時
よ
り
、
登
別
市
民
会
館
を
会
場
に
開
催
予
定
で

す
。
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「Let's all hold hands

（
み

ん
な
で
手
を
つ
な
ご
う
）
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
の

理
解
を
地
域
の
隅
々
へ
」。
大
会
テ
ー
マ
「
よ
う
こ
そ

登
別
温
泉
へ
‼
集
い
し
み
ん
な
の
心
と
体
も
ぽ
か

ぽ
か
に
」
を
掲
げ
ま
す
。

　
分
科
会
は
、

　
①
発
達
・
教
育
【
児
童
期
】（
一
般
公
開
）

　
②
自
分
ら
し
く
地
域
で
豊
か
に
暮
ら
す【
成
人
期
】

　
③
シ
ニ
ア
世
代
の
暮
ら
し
方
【
高
齢
期
】

　
④
新
時
代
の
育
成
会
活
動
【
育
成
会
活
動
】

と
い
う
こ
と
で
、
障
が
い
と
と
も
に
歩
む
方
々
の
成

長
過
程
に
即
し
た
４
テ
ー
マ
で
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
皆
さ
ん
の
お
楽
し
み
「
思
い
出
観
光
」
は

登
別
伊
達
時
代
村
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
一
同
、
大
会
の
成
功
に
む

け
て
引
き
続
き
準
備
を
進
め
ま
す
。
ど
う
か
皆
様
の

ご
指
導
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
し
て
秋
に
は
、
湯
の
街
の
ぼ
り
べ
つ
で
皆
さ
ま
と

お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

　
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

第
71
回
全
道
大
会
登
別
大
会
実

行
委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た

東
田
美
智
子
で
す
。
娘
が
現
在

就
労
支
援
事
業
所
に
通
所
し
て

い
ま
す
。
知
的
障
が
い
と
共
に

全
道
大
会
登
別
大
会

全
道
大
会
登
別
大
会

９
月
９
月
2626
日
は
、登
別
で
会
い
ま
し
ょ
う

日
は
、登
別
で
会
い
ま
し
ょ
う
‼‼

地
域
の
皆
さ
ま
と
広
く
手
を
つ
な
ぎ
、

障
が
い
の
あ
る
方
へ々の
理
解
を
拡
げ
よ
う

第
71
回
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
全
道
大
会

東
田
美
智
子

（
登
別
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
会
長
）

登
別
大
会
実
行
委
員
長

９
月
26
日
㈯

　
登
別
市
民
会
館
（�

開
閉
会
式
・
記
念
講
演
・
分
科
会・

チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
・
懇
親
会
）

　
登
別
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
ヌ
プ
ㇽ

�

（
本
人
大
会
分
科
会
）

10
：
30
～
11
：
10　
開
会
式
・
表
彰
式

11
：
15
～
12
：
00　
中
央
情
勢
報
告

�

全
育
連
会
長　
佐
々
木
桃
子
氏

13
：
00
～
15
：
20　
分
科
会

15
：
30
～
16
：
50　
記
念
講
演
（
一
般
公
開
）

�

ミ
ネ
ル
バ
病
院　
副
院
長　
田
中
康
雄
氏

　
「�

発
達
障
害
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
人
た
ち
の
生
き
づ

ら
さ
を
理
解
す
る
」

16
：
55
～
17
：
50　
閉
会
式

18
：
20
～
20
：
20　
懇
親
会

※�

開
催
要
綱
は
６
月
下
旬
に
各
育
成
会
・
事
業
所
・
本

人
会
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
ま
す
。

登
別
大
会
の
主
な
日
程

登
別
大
会
の
主
な
日
程

４
月
20
日
㈪　
第
１
回
理
事
会

５
月
25
日
㈪　
定
時
総
会

６
月
上
中
旬　
会
長
表
彰
者
選
考
委
員
会
①

６
月
20
日
㈯　
事
業
所
協
議
会
総
会
・
研
修
会

６
月
23
日
㈫　

�

ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局
長
・
活
性
化
対
策
委

員
合
同
会
議

６
月
28
日
㈰　
第
１
回
ピ
ア
カ
ン
・
実
行
委
員
会

７
月
１
日
㈬　
会
長
表
彰
者
選
考
委
員
会
②

７
月
７
日
㈫　
第
１
回
広
報
・
企
画
専
門
委
員
会

２
０
２
６
年
度
４
～
７
月
の
主
な
予
定

２
０
２
６
年
度
４
～
７
月
の
主
な
予
定
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旭
川
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
青
年
部

�

（
ひ
ば
り
サ
ー
ク
ル
）

私
た
ち
育
成
会
、た
だ
今
、奮
闘
中
！

地
区
育
成
会
の
活
動
紹
介
その
18

初
の
一
泊
旅
行
美
深
温
泉
へ

初
の
一
泊
旅
行
美
深
温
泉
へ

い
う
想
い
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
き
っ

と
森
川
さ
ん
も
一
緒
に
美
深
温
泉
旅
行
に
つ
い
て
来

て
い
る
も
の
と
感
じ
て
お
り
、
私
も
皆
さ
ん
も
、
き

っ
と
森
川
さ
ん
も
大
満
足
さ
れ
た
で
し
ょ
う
。

　
一
日
目
の
美
深
温
泉
に
は
午
後
４
時
頃
に
到
着

し
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
て
、
早
速
温
泉
に
入
る
人
、

部
屋
で
休
憩
す
る
人
と
そ
れ
ぞ
れ
が
一
日
の
旅
の
疲

戻
り
、温
泉
に
入
る
人
、部
屋
で
ゆ
っ
く
り
休
む
人
、

就
寝
す
る
人
な
ど
、
各
自
が
自
由
な
時
間
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。

　
二
日
目
、
朝
食
は
バ
イ
キ
ン
グ
で
、
皆
さ
ん
好
き

な
お
か
ず
を
食
べ
ら
れ
る
量
を
少
し
ず
つ
取
り
、
主

食
の
白
飯
、
パ
ン
と
サ
ラ
ダ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
を

食
べ
て
い
ま
し
た
。「
皆
さ
ん
朝
か
ら
食
欲
が
あ
る
な

あ
〜
」
と
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
朝
食
後
は
部
屋
の
片
づ
け
を
し
て
ロ
ビ
ー
に
集
合

し
記
念
撮
影
。
チ
ョ
ウ
ザ
メ
館
で
も
記
念
撮
影
を
し

ま
し
た
。
チ
ョ
ウ
ザ
メ
館
の
見
学
で
は
、
チ
ョ
ウ
ザ

メ
に
餌
を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
美
深
温
泉
に
迎

え
に
来
た
福
祉
バ
ス
に
乗
車
し
て
、
昼
食
弁
当
を
な

よ
ろ
陽
だ
ま
り
で
受
け
取
り
、
名
寄
の
道
の
駅
で
昼

食
を
食
べ
ま
し
た
。
道
の
駅
で
お
土
産
な
ど
を
購
入

し
た
り
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
、
か
き
氷
、
蕎
麦
を
食

べ
る
人
な
ど
、
皆
さ
ん
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
次
に
、剣
淵
の
ア
ル
パ
カ
牧
場
で
は
、集
合
写
真
を

年
も
、
皆
さ
ん
が
楽
し
く
満
足
す
る
よ
う
な
一
泊
旅

行
を
計
画
し
て
、
実
施
出
来
る
と
良
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
な
か
な
か
出
来
な
か
っ
た
こ
と

が
、
実
現
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
良
か
っ
た
し
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

（
ひ
ば
り
サ
ー
ク
ル
会
長
・
旭
川
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

�

副
会
長
　
菅
原
広
美
）

障
が
い
者
就
労
施
設
等
製
品
展
示
会
開
催

　
２
月
18
～
20
日
、
北
海
道
庁
１
階
ロ
ビ
ー
で
、
道

内
27
事
業
所
の
製
品
展
示
・
即
売
と
各
事
業
所
の
紹

介
の
パ
ネ
ル
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。本
展
示
会
は
、

道
民
に
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
障
が
い
者
の
社
会
参
加

の
機
会
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
北
海
道
の
主
催
で

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
道
育
成
会
事
業
所
協
議
会

か
ら
は
11
事
業
所
の
製
品
を
展
示
・
販
売
し
ま
し

４
月
20
日
㈪　

第
１
回
理
事
会

５
月
25
日
㈪　

�

道
育
成
会
定
時
総
会

　
　
　
　
　
　

生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
定
期
総
会

４
・
５
月
の
予
定

　
ひ
ば
り
サ
ー
ク
ル
で

は
、
活
動
行
事
で
初
と
な

る
温
泉
一
泊
旅
行
を
昨
年

７
月
19
日
〜
20
日
に
行

い
、参
加
者
24
名（
本
人
18

名
、支
援
者
６
名
）が
美
深

温
泉
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
一
泊
旅
行
は
、

一
昨
年
２
月
３
日
に
ご
逝

去
さ
れ
た
森
川
剛
さ
ん
の

「
お
金
を
積
み
立
て
て
一

泊
旅
行
を
行
い
た
い
」
とれ

を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
夕
食
は
、
鍋
料
理
、
刺
身

盛
り
合
わ
せ
、
開
き
ホ
ッ
ケ

な
ど
を
食
べ
な
が
ら
、
楽
し

い
会
話
を
し
な
が
ら
の
食
事

で
し
た
。
夕
食
後
は
部
屋
に

撮
っ
て
か
ら
ア
ル
パ
カ
と

ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。
牧
場

ス
タ
ッ
フ
が
、
ア
ル
パ
カ

の
血
を
吸
う
ア
カ
ウ
シ
ア

ブ
を
ハ
エ
た
た
き
で
退
治

し
て
い
ま
し
た
。「
人
間
も

刺
さ
れ
る
と
、
と
て
も
痛

い
」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
帰
り
は
、
当
麻
の
道
の
駅
で
小
休
憩
し
、
午
後
３

時
頃
に
「
お
ぴ
っ
た
」
に
無
事
到
着
し
解
散
し
ま
し

た
。

　
一
泊
旅
行
は
、
ど
う
し
て
も
費
用
か
か
り
高
額
と

な
り
ま
す
が
、
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
一
万
円

程
度
な
ら
出
せ
る
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
今

た
。
お
昼
休
み
の
時
間
帯
に

は
、
道
庁
職
員
も
多
数
来
場

し
て
い
ま
し
た
。

　
展
示
会
に
は
、
３
日
間
で

延
べ
１
０
８
０
人
が
来
場

し
、
売
上
は
事
業
所
協
議
会

で
21
万
４
６
７
０
円
で
し

た
。
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障がい者の願いを実現することが事業所協議会の

目的です。私たちは、『経営』と『志』の統一を

目指しています。体力のある事業所も体力のない

事業所も助け合います。あなたの事業所の入会を

待っています。�
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毎日の外出を支援するほか、
時にはみんなで密を避けな
がらお出かけします♪

■�居宅介護事業所 あしる

世話人さんが、毎日心をこ
めてつくる美味しいご飯を
食べながら、６人仲良く心
穏やかに暮らされています。
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